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1. はじめに 

 本稿では、名詞「感じ」が文末で用いられる二つの形式について考える。 

 

（1） 食べ過ぎておなかが張っている感じ｛だ／がする｝。 

 

「感じ」は修飾部を必要とする名詞文（人魚構文）のひとつとして述べられる例のひとつ

である。その一方、動詞「スル」を伴って「感じがする」という形式も存在する。このと

き、動詞「スル」は動詞としての本来の意味を失っており、名詞に付随している。 

 名詞「感じ」と、それにかかる修飾部までは共通しているが、文末の形式は二通り存在

する。この二通りの形式には、何らかの違いが存在するのだろうか。それは例えば、文法

的に承接する部分にずれはあるのか、使用される文体に異なりがあるのか、どちらのほう

がより使われているか、といった疑問が生じる。 

 

2. 調査概要 

 実例を調査するために、中納言を用い、調査を行った。どちらも「感じ」と共起するよ

うに設定し検索した。その後、考察の対象外となるものを手作業で除外した。動詞の活用

の一部なのに異分析がなされているものや、文の中で今回の条件から外れるものである。 

 

・「感じ＋助動詞」 7325 例 

キー: (語彙素 = "感じ" AND 語彙素読み = "カンジ" AND 品詞 LIKE "名詞%") AND 後方

共起: 品詞 LIKE "助動詞%" ON 1 WORDS FROM キー WITH OPTIONS unit="1" AND 

tglWords="50" AND limitToSelfSentence="0" AND endOfLine="CRLF" AND tglKugiri="" AND 

encoding="UTF-8" AND tglFixVariable="2"  

・「感じ＋（助詞）＋スル」 2729 例 

キー: (語彙素 = "感じ" AND 語彙素読み = "カンジ" AND 品詞 LIKE "名詞%") AND 後方

共起: (品詞 LIKE "動詞%" AND 語彙素 = "為る") WITHIN 3 WORDS FROM キー WITH 

OPTIONS unit="1" AND tglWords="50" AND limitToSelfSentence="1" AND endOfLine="CRLF" 

AND tglKugiri="" AND encoding="UTF-8" AND tglFixVariable="2"; 
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 「感じダ」は助動詞の中から検索したため、「ダ」以外の助動詞・文中で用いられる「感

じデ」の例を除外した。「感じがスル」の場合、「感じ｛が／は／も｝する」等の助詞は同

じ意味を表わすと見なすが、それ以外の「感じ｛ニ／デ｝する」等の助詞は別の表現（文

末に限らず、また「感じ」の連体修飾節として見なされる）となるため、除外した。動詞

「為る」は「実感する」「ビックリする」などの複合動詞も含まれてしまうため、別語を含

んでしまう動詞は例外扱いとする。 

 例外を取り除いた結果、今回考察対象として取り扱う用例は、「感じダ」5450 例・「感じ

がスル」2403 例。 

 

3. 用例の検討 

3.1 「感じダ」 

 内容節を受け、「感じ」にコピュラがつく形式を観察する。(2)(3)のように形容詞修飾の形

式が見られるが、状態を述べる形式は(4)のようなものも見受けられる。 

また、「って感じ」「といった感じ」のように、発言・思考内容を受ける形式も見られた。 

 

（2） 今日は久々にナポリタンを作ってみましたぁ☆ 味付けは、塩こしょうとケチャ

ップにチリパウダーをたっぷりかけてピリ辛にしました（＾＾） まろやかな豆乳シ

チューと一緒なのでちょうどいい感じです♪  [OY03_11473] 

（3） ポリドールのところでお話したように、貴志康一はドイツ人にとっては珍しかっ

たのでしょうが、われわれにとってはどうも陳腐な感じでした。[LBm7_00050] 

（4） 「上体倒し」はおなかがプルプル震えていればＯＫ。「ワイドスクワット」は、太

ももやすねの裏側の筋肉に力が入る感じです。  [PB34_00316] 

（5） ひよこ豆のカレーを食べてみました。感想は・・・まあ普通かなｗ ちょっと濃

厚な豆。でも肉の方がイイナー。尼さんになった気分だなー。って感じでした。 

       [OY03_08681]  

（6） お隣の岐阜県で有名な根尾谷の「薄墨桜」も少し出てきますよ。形態は絵本です

が、非常に落ち着いた色が使われていて、和の絵本といった感じです。[OP60_00004] 

（7） 彼女なんですが、冬になると風邪を引きやすくなるようで、現在は咳が出て声が

出にくそうな感じです。何か喉に効果があるお勧めがあったら教えて下さい。 

       [OC09_11705] 

 

3.2 「感じがスル」 

（8） ―まさか降雨があるのでは…？ 御厨は空模様が気になる。関東大震災や広島の

原爆投下の直後、大雨が降った話を思い出した。頭上の雲の色がどす黒い。厭な感じ

がしてきた。     [LBo9_00074] 

（9） Ｑスイーティーを食べたら、一粒だけに唇・のどにしびれがありました。原因は
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何でしょうか。残留農薬等ではありませんか。Ａ 相談品の果肉部分はしびれる感じ

はしませんでした。     [PB23_00189] 

（10） 信介がたずねると、トミちゃんはすこし首をかしげて、 「そうね、うまく言え

ないけれども、何かちょっと生気がないみたい。生気がないって言うより、迷ってい

るみたいな感じがするわ。    [OB1X_00023] 

（11） 一見、経路にはいっていない中央・篠ノ井・信越本線の名古屋市内―直江津間（三

百二十五．八ｋｍ）の乗車券と、妙高高原―直江津間の急行券を買えばよさそうな感

じがする。      [LBl6_00016] 

 

 接続する形式は「感じダ」に準ずるものであった。ただし、全てが同じ文脈で言い換え

られるわけではないようである。 

（12） a. 彼女なんですが、（中略）現在は咳が出て声が出にくそうな感じです。 

 b. ? 彼女なんですが、（中略）現在は咳が出て声が出にくそうな感じがします。 

 

 (12)は(7)の文末形式を 2 通り並べたものである。「感じダ」は自分以外の人物の意見・主

観にも用いられるが、「感じがスル」ではそれが許されず、全て自分の主観を述べる形式と

なっている。 

 

 「感じダ」の形式は、人魚構文であったり文末名詞と言われるものである。新屋 (1989)  

は ”文末名詞” に関する論考の中で、本稿で扱う「感じ」についても分類しており、「感じ」

は二種類の分析が与えられている。 

 

C.主語で表されたものや一定の状況の様態を感覚的に把握して述べるもの。 

D.述部が、主語（省略されることが多い）で表されたものの主観を表わすもので、さら

に以下のように分けられる。 

 D-1. 述部が、主語で表されたものの身体的感覚を述べるもの。 

 D-2. 述部が、主語で表された主体の感情・心理を述べるもの。  (pp.86-85) 

 

 文末名詞は機能動詞結合との関わりが見られるとし、「～感じだ」は「～感じがする」と

対応するとも述べられている。しかし、形式は対応するが意味として全く等位ではない。 

機能動詞結合の「感じがスル」は、一人称の主観を述べる（D）用法として用いられ、文末

名詞の「感じダ」はそれよりも広く、状況や主観など広く接続することが可能な用法と考

えられる。 

 

4. レジスター 

 使用される文章・文体にも特徴が見られるかを、レジスターを見ることによって考える。
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「感じダ」「感じがスル」は、どのような資料で用いられるか。各レジスターごとの用例数

を、実例数と割合で示した。 

 

表 1 「感じダ」「感じがスル」それぞれのレジスター使用割合 

 

 

 特定目的コーパスには他にも「法律」「白書」が存在するが、今回の調査語「感じダ」「感

じがスル」の形式が用例として存在しなかったため、上記の表には現れなかった。主観を

述べる表現が法律や白書に使用されないことは予想されるが、実際に用例が一例もないこ

とによって予想は証明される。 

 「感じがスル」は「教科書」「韻文」レジスターでの使用が見られた。ただし、用例数が

非常に少なく、例外的なものかと考えられる。 

 

（13） 物に湿り気がないときに使ったり、川が流れる様子を表すときに使ったりする。

そこにどんな共通点があるかを考えるのもおもしろい。それに、「さらさらの雪」とい

えば軽く乾いた感じがするが、「ざらざらした雪」というと、水分が多くて、ちょっと

氷の混じったような雪を想像させる。 [OT02_00019 教科書（中学） 国語 1] 

 

 どちらもに共通する用例数が少ないレジスターは「出版・新聞」と「特定目的・広報誌」

である。報道文の中に主観を述べる表現は基本的に使われない。しかしインタビュー記事

等では、質問に対する意見の部分で使われる可能性があるために、数は少ないながら用例

の存在が確認されるものと考えられる。 

感じダ 感じがスル 総数

図書館 書籍 833 (15.3%) 614 (25.6%) 1447 (18.4%)

書籍 627 (11.5%) 477 (19.9%) 1104 (14.1%)

雑誌 206 (03.8%)  86 (03.6%) 292 (03.7%)

新聞  22 (00.4%)   6 (00.2%)  28 (00.4%)

ブログ 2049 (37.6%) 564 (23.5%) 2613 (33.3%)

知恵袋 1520 (27.9%) 449 (18.7%) 1969 (25.1%)

ベストセラー 135 (02.5%)  92 (03.8%) 227 (02.9%)

国会会議録  56 (01.0%)  98 (04.1%) 154 (02.0%)

広報誌   2 (00.0%) 11 (00.5%)  13 (00.2%)

教科書  5 (00.2%)   5 (00.1%)

韻文  1 (00.0%)   1 (00.0%)

5450 2403 7853総計

出版

特定目的
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 ここからは「感じダ」「感じがスル」それぞれのレジスターごとの量をみていきたい。 

 

 

図 1 「感じダ」の使われるレジスター 

 

 「感じダ」はブログ (37.6%) ・知恵袋 (27.9%) が多い。これらのインターネット資料は

「感じダ」使用例全体の 65.5%を占める。図書館・出版サブコーパスの書籍が次点となる。 

 

 

図 2 「感じがスル」の使われるレジスター 

 

 「感じがスル」は第二位にブログ (23.5%) が来るものの、図書館・出版サブコーパスの

書籍の数を合わせると約半数(45.5%) に至る。この分布は「感じダ」の分布とは明らかに異
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なる。 

 

5. 表現のかたさ 

 それぞれの文末形式が使われるレジスターに異なりが見られたが、国会会議録に限って

みるとさらなる表現差が確認される。 

国会会議録において、「感じダ」が使用されるのは 1%であるのに対し、「感じがスル」の形

式は 4%と僅かながら用例数が異なる。二者を比べると迂言的な表現である「感じがスル」

のほうが、かたい表現として表れている。 

 

（14） これ以上譲歩できないという話があるわけですが、去年の暮れ以来の経過をずう

っと見ていますと、政府の態度が大変対米従属といいましょうか、アメリカに対して

弱腰と、こういう感じがするんですが、官房長官、その辺どうでしょうか。[OM15_00008] 

 

 

6. 今後の課題 

 今回は共起文脈の指定により「感じダ」「感じがスル」の比較の調査であったが、文体の

かたさという点では今回の調査ではカバーしきれない。おそらくコピュラをつけない「～

感じφ。」や、動詞「致す」を用いた「～感じがいたします」のような形態が存在している

が、未調査であるためである。文末に位置する名詞が文末に位置する時、どのような形式・

どのような文体で用いられるかはスタイルによって自由である。 

コーパスを利用した語彙研究で、複数のレジスターを縦断的に見られることには意義があ

る。今回のように、二つの文末形式が存在する場合にはレジスターの偏りなどが文体差に

関わる。大量な例が見られる展はコーパスの利点であるが、同時に意味や用法を考える場

合には、それぞれの例をよく観察する必要もあると考える。 

 今後は「感じ」の文末バリエーションごとの検討や、文体との対応を更に考える必要性

が残される。また、「感じ」の類義語とも比較をしていきたい。 

 

参考文献 

新屋映子 (1989) 「”文末名詞”について」『国語学』159 

藤田保幸 (2000) 『国語引用構文の研究』和泉書院 
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中納言 1.1.0、短単位データ 1.0、長単位データ 1.0 
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